
多目的マザーボード仕様書
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１．目 的

本製品は （株）ルネサステクノロジ製のＨ８／３０４８／３０５２を教材から試作、、
応用までと幅広く、かつ、安価で開発期間の短縮へと、用途に合わせた様々な使用を
目的としています。

２．特 徴

・バスラインがスロット形式で供給されているため、メモリの追加も配線が不要で、
スロット基板単位で任意のアドレス空間（ＣＳ０～ＣＳ３の範囲）に設定できます。

・ＣＰＬＤの採用により、Ｉ／ＯのチップセレクトがＧＣＳ０～ＧＣＳ３と供給されているため、
アドレス・デコードの回路を考える必要がありません （※注１）。

・バスラインが２．５４ｍｍピッチのユニバーサル基板対応で供給できますので、
試作基板など特注することなく個人・自社で試すことが出来ます。

・オンボード内にパラレルポート、Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａ変換、スイッチ、２行１６桁ＬＣＤ、
時計（リアルタイム・クロック 、シリアルＥＥＰＲＯＭなどが揃っています （注２）） 。

・豊富な電源供給として、ＤＣ６～＋１５を供給するだけで、＋５Ｖ、＋３．３Ｖ、
＋６Ｖ～＋１５Ｖ、－６Ｖ～－１５Ｖが得られます （注３）。

・規制のケースに基板取付けピッチを合わせていますので、そのままケースに
組み込むことも可能です。また、コンパクト設計対応でスロット拡張が不要な
場合は、基板のカットが出来てより実用的に使用できます （注４）。

・レギュレータを５．０Ｖより、３．３Ｖの使用にすることにより、全ての
バスラインを３．３Ｖのロジックにすることが出来ます。
但し、５Ｖ仕様のＬＣＤなどは使用できなくなり、シリアル通信ドライバＩＣは、
３Ｖ動作のＳｉｐｅｘ製のＳＰ３２３２ＥＣＮなどを使用する必要があります。

・秋月通商のＡＫＩ－Ｈ８／３０４８Ｆ／３０５２Ｆが使用できますので、
それらのマザーボードとして、また、ＣＰＵの入れ替えテスト、供給クロックの切り替えテスト
としても簡単にできます。

注１ ノーマル仕様以上のＣＰＬＤ搭載済みタイプが必要です。

注２ 基板の仕様やオプションで、使用制限がありますので、
「７使用制限 「８使用方法」を参照して下さい。」

注３ 本ボード以外の使用電源容量については、レギュレータ（ＬＭ２５９６）の
資料を参照し、放熱効果もご考慮下さい。
また、マイナス電源は、ｏｐ－ＡＭＰ用ですので、大容量が必要な
場合は、別途電源供給をして下さい。

注４ 組込みケースにつきましては 「１１対応ケース」を参照下さい。、
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３．お断り

・本製品は、学習教材や実験、試作を目的として供給しておりますので、
故障や誤動作によるトラブルや損失は、製造元、販売元共に責任を負いかねません。

・当説明書による損益を生じた場合も責任を負いかねませんので、必ずメーカーの資料を参照下さい。

・添付のプログラム・ファイルは、参考用ですので質問や問い合わせはご遠慮頂いております
ので予めご了承下さい。

・製品の返品につきましては不良品以外、お断りしております。
未開封製品についてのみ、８日以内であれば応じておりますが、
その時の送料や返金に掛かる手数料は、お客様の負担となります。

・全ての製品は、コネクタ未実装でも出荷時にチェック端子を用いて全数点検をしております。
それにもかかわらず不良が発生したと思われましたら先ず、メールにてご連絡下さい。

４．基板の種類

使用の目的に合わせて、基板の種類（部品実装）が次の通り用意してあります。

①ベーシック

・知識と半田技術のある者を対象とした仕様で、６～＋１５Ｖの供給より、
５Ｖの供給電源と、バスラインのプルアップをした安価タイプです。

②ノーマル

・①に加え、３．３Ｖ電源、ＣＰＬＤ（この実装により、オンボードのＬＣＤ、
スイッチ、ＬＥＤ、Ｉ／ＯチップセレクトＧＣＳ０～３が、使用可能）と、
Ａ／Ｄ（ＡＮ０～ＡＮ３ 、ＣＮ６を実装。）

③ノーマル・スロットプラス

・②に加え、拡張スロットのＣＮ８，１０，１２を実装。

④オンボードＣＰＵ

・②に加え、Ｈ８／３０５２Ｆ、発振器２５ＭＨｚ、通信バッファを実装。

⑤オンボードＣＰＵ・スロットプラス

・④に加え、拡張スロットのＣＮ８，１０，１２を実装。



- 3 -

５．各、コネクタ

各、コネクタの内容で は、オプションの使用により入出力が限定される端子
また、 は、絶対条件です。
尚、これらの基準は、基板のノーマルです。
（※Ｈ８／３０６２も使用可能ですが、多少使用が異なりますので、ハードウェア・マニュアルを

参照して下さい ）。

５－１ ＣＮ１・・・Ｐ７入力、Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａ

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ Ｐ７０／ＡＮ０ ２ ＧＮＤ
３ Ｐ７１／ＡＮ１ ４ 〃
５ Ｐ７２／ＡＮ２ ６ 〃
７ Ｐ７３／ＡＮ３ ８ 〃
９ Ｐ７４／ＡＮ４ １０ 〃

１１ Ｐ７５／ＡＮ５ １２ 〃
１３ Ｐ７６／ＡＮ６／ＤＡ０ １４ 〃
１５ Ｐ７７／ＡＮ７／ＤＡ１ １６ 〃

５－２ ＣＮ２・・・ＣＰＵのピン

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ ＧＮＤ ２ ＧＮＤ
３ Ｐ８０／ＲＦＳＨ／ＩＲＱ０ ４ Ｐ８１／ＣＳ３／ＩＲＱ１
５ Ｐ８２／ＣＳ２／ＩＲＱ２ ６ Ｐ８３／ＣＳ１／ＩＲＱ３
７ Ｐ８４／ＣＳ０ ８ ＰＡ０／ＴＰ０／ＴＥＮＤ０／ＴＣＬＫＡ
９ ＰＡ１／ＴＰ１ ＴＥＮＤ１ ＴＣＬＫＢ １０ ＰＡ２／ＴＰ２／ＴＩＯＣＡ０／ＴＣＬＫＣ/ /

１１ ＰＡ３／ＴＰ３ ＴＩＯＣＢ０ ＴＣＬＫＤ １２ ＰＡ４／ＴＰ４／ＴＩＯＣＡ１／Ａ２３／ＣＳ６/ /
１３ ＰＡ５／ＴＰ５／ＴＩＯＣＢ１／Ａ２２／ＣＳ５ １４ ＰＡ６／ＴＰ６／ＴＩＯＣＡ２／Ａ２１／ＣＳ４
１５ ＰＡ７／ＴＰ７／ＴＩＯＣＢ２／Ａ２０ １６ ＴＩＯＣＡ３／ＴＰ８／ＰＢ０
１７ ＴＩＯＣＢ３／ＴＰ９／ＰＢ１ １８ ＴＩＯＣＡ４／ＴＰ ／ＰＢ２10
１９ ＴＩＯＣＢ４／ＴＰ１１／ＰＢ３ ２０ ＴＯＣＸＡ４／ＴＰ ／ＰＢ４12
２１ ＴＯＣＸＢ４／ＴＰ１３／ＰＢ５ ２２ ＣＳ７／ＤＲＥＱ０／ＴＰ１４／ＰＢ６
２３ ＡＤＴＲＧ／ＤＲＥＱ１／ＴＰ１５／ＰＢ７ ２４ Ｖｐｐ／ＲＥＳＯ／ＦＷＥ
２５ ＴｘＤ０／Ｐ９０ ２６ ＴｘＤ１／Ｐ９１
２７ ＲｘＤ０／Ｐ９２ ２８ ＲｘＤ１／Ｐ９３
２９ ＩＲＱ４／ＳＣＫ０／Ｐ９４ ３０ ＩＲＱ５／ＳＣＫ１／Ｐ９５
３１ Ｄ０／Ｐ４０ ３２ Ｄ１／Ｐ４１
３３ Ｄ２／Ｐ４２ ３４ Ｄ３／Ｐ４３
３５ Ｖｃｃ ３６ Ｖｃｃ
３７ ＧＮＤ ３８ ＧＮＤ
３９ ＋６～＋１５Ｖ ４０ ＋６～＋１５Ｖ



- 4 -

５－３ ＣＮ３・・・ＣＰＵのピン

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ ＧＮＤ ２ ＧＮＤ
３ Ｄ４／Ｐ４４ ４ Ｄ５／Ｐ４５
５ Ｄ６／Ｐ４６ ６ Ｄ７／Ｐ４７
７ Ｄ８／Ｐ３０ ８ Ｄ９／Ｐ３１
９ Ｄ１０／Ｐ３２ １０ Ｄ１１／Ｐ３３

１１ Ｄ１２／Ｐ３４ １２ Ｄ１３／Ｐ３５
１３ Ｄ１４／Ｐ３６ １４ Ｄ１５／Ｐ３７
１５ Ａ０／Ｐ１０ １６ Ａ１／Ｐ１１
１７ Ａ２／Ｐ１２ １８ Ａ３／Ｐ１３
１９ Ａ４／Ｐ１４ ２０ Ａ５／Ｐ１５
２１ Ａ６／Ｐ１６ ２２ Ａ７／Ｐ１７
２３ Ａ８／Ｐ２０ ２４ Ａ９／Ｐ２１
２５ Ａ１０／Ｐ２２ ２６ Ａ１１／Ｐ２３
２７ Ａ１２／Ｐ２４ ２８ Ａ１３／Ｐ２５
２９ Ａ１４／Ｐ２６ ３０ Ａ１５／Ｐ２７
３１ Ａ１６／Ｐ５０ ３２ Ａ１７／Ｐ５１
３３ Ａ１８／Ｐ５２ ３４ Ａ１９／Ｐ５３
３５ Ｐ６０／ＷＡＩＴ ３６ Ｐ６１／ＢＲＥＱ
３７ Ｐ６２／ＢＡＣＫ ３８ ＳＹＳＣＬＫ（φ）
３９ ＧＮＤ ４０ ＧＮＤ

５－４ ＣＮ４・・・ＣＰＵのピン

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ ＧＮＤ ２ ＧＮＤ
３ ＳＴＢＹ ４ ＲＥＳ
５ ＮＭＩ ６ Ｐ６３／ＡＳ
７ Ｐ６４／ＲＤ ８ Ｐ６５／ＨＷＲ
９ Ｐ６６／ＬＷＲ １０ ＡＶｃｃ

１１ ＶＲＥＦ １２ Ｐ７０／ＡＮ０
１３ Ｐ７１／ＡＮ１ １４ Ｐ７２／ＡＮ２
１５ Ｐ７３／ＡＮ３ １６ Ｐ７４／ＡＮ４
１７ Ｐ７５／ＡＮ５ １８ Ｐ７６／ＡＮ６／ＤＡ０
１９ Ｐ７７／ＡＮ７／ＤＡ１ ２０ ＡＶｓｓ

５－４ ＣＮ４・・・ＰＯＷＥＲ、通信

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ ＋６～＋１５Ｖ ２ ＧＮＤ
３ Ｖｃｃ ４ ＲｘＤ１
５ ＲｘＤ０ ６ ＴｘＤ１
７ ＴｘＤ０ ８ Ｖｐｐ／ＲＥＳＯ／ＦＷＥ
９ ＭＤ２ １０ ＲＥＳ
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５－５ ＣＮ６、８、１０、１２・・・拡張スロット

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ Ｄ０／Ｐ４０ ２ Ｄ１／Ｐ４１
３ Ｄ２／Ｐ４２ ４ Ｄ３／Ｐ４３
５ Ｄ４／Ｐ４４ ６ Ｄ５／Ｐ４５
７ Ｄ６／Ｐ４６ ８ Ｄ７／Ｐ４７
９ Ｄ８／Ｐ３０ １０ Ｄ９／Ｐ３１

１１ Ｄ１０／Ｐ３２ １２ Ｄ１１／Ｐ３３
１３ Ｄ１２／Ｐ３４ １４ Ｄ１３／Ｐ３５
１５ Ｄ１４／Ｐ３６ １６ Ｄ１５／Ｐ３７
１７ Ａ０／Ｐ１０ １８ Ａ１／Ｐ１１
１９ Ａ２／Ｐ１２ ２０ Ａ３／Ｐ１３
２１ Ａ４／Ｐ１４ ２２ Ａ５／Ｐ１５
２３ Ａ６／Ｐ１６ ２４ Ａ７／Ｐ１７
２５ Ａ８／Ｐ２０ ２６ Ａ９／Ｐ２１
２７ Ａ１０／Ｐ２２ ２８ Ａ１１／Ｐ２３
２９ Ａ１２／Ｐ２４ ３０ Ａ１３／Ｐ２５
３１ Ａ１４／Ｐ２６ ３２ Ａ１５／Ｐ２７
３３ Ａ１６／Ｐ５０ ３４ Ａ１７／Ｐ５１
３５ Ａ１８／Ｐ５２ ３６ Ａ１９／Ｐ５３
３７ ＰＡ７／ＴＰ７／ＴＩＯＣＢ２／Ａ２０ ３８ ＳＴＢＹ
３９ ＧＣＳ０ ４０ ＧＣＳ１
４１ ＧＣＳ２ ４２ ＧＣＳ３
４３ ＳＹＳＣＬＫ（φ） ４４ ＮＭＩ
４５ Ｐ６３／ＡＳ ４６ Ｐ６４／ＲＤ
４７ Ｐ６５／ＨＷＲ ４８ Ｐ６６／ＬＷＲ
４９ Ｐ６０／ＷＡＩＴ ５０ Ｐ６１／ＢＲＥＱ
５１ Ｐ６２／ＢＡＣＫ ５２ Ｐ８０／ＲＦＳＨ／ＩＲＱ０
５３ Ｐ８１／ＣＳ３／ＩＲＱ１ ５４ Ｐ８２／ＣＳ２／ＩＲＱ２
５５ Ｐ８３／ＣＳ１／ＩＲＱ３ ５６ ＲＥＳ
５７ ＰＡ２／ＴＰ２／ＴＩＯＣＡ０／ＴＣＬＫＣ ５８ ＰＡ４／ＴＰ４／ＴＩＯＣＡ１／Ａ２３／ＣＳ６
５９ ＰＡ５／ＴＰ５／ＴＩＯＣＢ１／Ａ２２／ＣＳ５ ６０ ＰＡ６／ＴＰ６／ＴＩＯＣＡ２／Ａ２１／ＣＳ４
６１ ＡＤＴＲＧ／ＤＲＥＱ１／ＴＰ１５／ＰＢ７ ６２ Ｖｐｐ／ＲＥＳＯ／ＦＷＥ
６３ ＢＶ ６４ Ｖｃｃ３３
６５ Ｖｃｃ ６６ Ｖｃｃ
６７ ＋６～＋１５Ｖ ６８ －６～－１５Ｖ
６９ ＧＮＤ ７０ ＧＮＤ
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５－６ ＣＮ７・・・２．５４ｍｍピッチ拡張コネクタ

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ Ｄ０／Ｐ４０ ２ Ｄ１／Ｐ４１
３ Ｄ２／Ｐ４２ ４ Ｄ３／Ｐ４３
５ Ｄ４／Ｐ４４ ６ Ｄ５／Ｐ４５
７ Ｄ６／Ｐ４６ ８ Ｄ７／Ｐ４７
９ Ｄ８／Ｐ３０ １０ Ｄ９／Ｐ３１

１１ Ｄ１０／Ｐ３２ １２ Ｄ１１／Ｐ３３
１３ Ｄ１２／Ｐ３４ １４ Ｄ１３／Ｐ３５
１５ Ｄ１４／Ｐ３６ １６ Ｄ１５／Ｐ３７
１７ Ａ０／Ｐ１０ １８ Ａ１／Ｐ１１
１９ Ａ２／Ｐ１２ ２０ Ａ３／Ｐ１３
２１ Ａ４／Ｐ１４ ２２ Ａ５／Ｐ１５
２３ Ａ６／Ｐ１６ ２４ Ａ７／Ｐ１７
２５ Ａ８／Ｐ２０ ２６ Ａ９／Ｐ２１
２７ Ａ１０／Ｐ２２ ２８ Ａ１１／Ｐ２３
２９ Ａ１２／Ｐ２４ ３０ Ａ１３／Ｐ２５
３１ Ａ１４／Ｐ２６ ３２ Ａ１５／Ｐ２７
３３ Ａ１６／Ｐ５０ ３４ Ａ１７／Ｐ５１
３５ Ａ１８／Ｐ５２ ３６ Ａ１９／Ｐ５３
３７ ＰＡ７／ＴＰ７／ＴＩＯＣＢ２／Ａ２０ ３８ ＳＴＢＹ
３９ ＧＣＳ０ ４０ ＧＣＳ１

５－７ ＣＮ９・・・２．５４ｍｍピッチ拡張コネクタ

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ ＧＣＳ２ ２ ＧＣＳ３
３ ＳＹＳＣＬＫ（φ） ４ ＮＭＩ
５ Ｐ６３／ＡＳ ６ Ｐ６４／ＲＤ
７ Ｐ６５／ＨＷＲ ８ Ｐ６６／ＬＷＲ
９ Ｐ６０／ＷＡＩＴ １０ Ｐ６１／ＢＲＥＱ

１１ Ｐ６２／ＢＡＣＫ １２ Ｐ８０／ＲＦＳＨ／ＩＲＱ０
１３ Ｐ８１／ＣＳ３／ＩＲＱ１ １４ Ｐ８２／ＣＳ２／ＩＲＱ２
１５ Ｐ８３／ＣＳ１／ＩＲＱ３ １６ ＲＥＳ
１７ ＰＡ２／ＴＰ２／ＴＩＯＣＡ０／ＴＣＬＫＣ １８ ＰＡ４／ＴＰ４／ＴＩＯＣＡ１／Ａ２３／ＣＳ６
１９ ＰＡ５／ＴＰ５／ＴＩＯＣＢ１／Ａ２２／ＣＳ５ ２０ ＰＡ６／ＴＰ６／ＴＩＯＣＡ２／Ａ２１／ＣＳ４
２１ ＡＤＴＲＧ／ＤＲＥＱ１／ＴＰ１５／ＰＢ７ ２２ Ｖｐｐ／ＲＥＳＯ／ＦＷＥ
２３ ＢＶ ２４ Ｖｃｃ３３
２５ Ｖｃｃ ２６ Ｖｃｃ
２７ ＋６～＋１５Ｖ ２８ －６～－１５Ｖ
２９ ＧＮＤ ３０ ＧＮＤ

５－８ ＣＮ１１・・・シリアル通信コネクタ（ｃｈ０）

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ Ｎ．Ｃ ２ ＧＮＤ
３ Ｖｃｃ ４ ＲｘＤ０
５ ＣＴＳ０ ６ ＴｘＤ０
７ ＲＴＳ０ ８ Ｎ．Ｃ
９ Ｎ．Ｃ １０ Ｎ．Ｃ
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５－９ ＣＮ１３・・・シリアル通信コネクタ（ｃｈ１）

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ Ｎ．Ｃ ２ ＧＮＤ
３ Ｖｃｃ ４ ＲｘＤ１
５ ＣＴＳ１ ６ ＴｘＤ１
７ ＲＴＳ１ ８ Ｖｐｐ／ＲＥＳＯ／ＦＷＥ
９ ＭＤ２ １０ ＲＥＳ

５－１０ ＣＮ１４・・・電源入力コネクタ

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ ＋６～＋１５Ｖ ２ ＋６～＋１５Ｖ
３ ＧＮＤ ４ ＧＮＤ

５－１１ ＣＮ１５・・・秋月通商仕様１６桁２行ＬＣＤ用コネクタ

Ｎｏ 内 容 Ｎｏ 内 容
１ Ｖｄｄ ２ Ｖｓｓ
３ Ｖｏ ４ ＲＳ
５ Ｒ／Ｗ ６ Ｅ
７ ＤＢ０ ８ ＤＢ１
９ ＤＢ２ １０ ＤＢ３

１１ ＤＢ４ １２ ＤＢ５
１３ ＤＢ６ １４ ＤＢ７

６．オプション

※全ての仕様に対して、次の物はオプションです。

６－１ ｏｐ－ＡＭＰ用マイナス電源生成ユニット（Ｕ１２，Ｃ３８，３９）

マイナス電源を必要とする ｏｐ－ＡＭＰなどに使用できます。

６－２ シリアルＩ Ｃ－ＢＵＳ、ＥＥＰＲＯＭ（Ｕ７）２

各社のＩ Ｃ－ＢＵＳ規格によるシリアルＥＥＰＲＯＭを使用できます。２

システムの設定などの少ない値を記憶させるものに便利です。

６－３ Ａ／Ｄ入力用ｏｐ－ＡＭＰ、ＡＮ４～ＡＮ７（Ｕ２）

ＡＮ４～ＡＮ７で、０～５ＶのＡ／Ｄ入力が可能となります。
尚、Ｖｃｃを３．３Ｖとして使用する場合は、０～３．３Ｖの入力範囲となります。
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６－４ Ｄ／Ａ出力用ｏｐ－ＡＭＰ（Ｕ３）

ＤＡ０、ＤＡ１より、０～５ＶのＤ／Ａ出力が可能となります。
尚、Ｖｃｃを３．３Ｖとして使用する場合は、０～３．３Ｖの出力範囲となります。

６－５ Ｕ１０（シリアルコミュニケーションのハンドシェイクライン用チップ）

当多目的基板対応のＣＰＵは、シリアルコミュニケーションで、ハンドシェイク対応では
ありませんので、ハンドシェイクを使用したい時に、このオプションで使用できます。

６－６ ＬＣＤキャラクタ・ディスプレイ

キャラクタ表示タイプのディスプレイが使用できます。
秋月通商で取り扱っている１６文字２行ＬＣＤキャラクタディスプレイは、コネクタの
ピン配置が同じですので、そのまま使用できます。

６－７ ＣＮ１～５、７，９、１１、１５

ＣＮ１・・・・Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａ入出力用コネクタ
・ＣＮ１３と干渉しない、２．５４ｍｍピッチのコネクタを選択下さい。

ＣＮ２～５・・ＡＫＩ－Ｈ８シリーズ用コネクタ
・秋月通商製のＡＫＩ－Ｈ８／３０４８Ｆと、ＡＫＩ－Ｈ８／３０５２Ｆを

使用する時のもので、ＡＫＩ－Ｈ８シリーズに同梱されています。

ＣＮ７、９・・２．５４ｍｍピッチ拡張コネクタ
・２．５４ｍｍピッチのユニバーサル（万能）基板を用いて、試作、実験を

するとき用のコネクタです。
このコネクタ間は、当多目的基板のスルーホールエリアを含め、
ユニバーサル基板の２．５４ｍｍピッチと勘合します。

ＣＮ１１・・・シリアル通信（ＳＣＩ ｃｈ０）用コネクタ
・ＳＣＩ ｃｈ０を使用する場合に必要です。

推奨コネクタ ： オムロン製 ＸＧ４Ｃ－１０３１

ＣＮ１５・・・ＬＣＤキャラクタディスプレイ用コネクタ
・秋月通商の１６文字２行ＬＣＤキャラクタディスプレイを購入されると、

コネクタも同梱されていますが、他の製品を使用する場合は、電源が
出力されていますので、当多目的基板側は、メスのコネクタを使用する
ことをお薦め致します。

６－８ バックアップ用バッテリー

ＲＡＭや時計（リアルタイム・クロック）をバックアップする事ができます。

６－９ ブザー

他励発信タイプの圧電ブザーを使用することができます。
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７．使用制限

当多目的基板の仕様やオプションの使用によってＣＰＵの制限が有りますので、参考にしてください。

７－１ ＣＰＵモードは、ＭＯＤＥ ６のみの限定です。

７－２ ・Ｈ８／３０４８Ｆを使用する場合は、ＪＰ６をショートする。
・Ｈ８／３０４８－ＯＮＥの５Ｖ版は、ＪＰ６をオープン、３Ｖ版は、ショートする。
・Ｈ８／３０５２の５Ｖ版は、ＪＰ６をオープン、３Ｖ版は、ショートする。

７－３ 「５．各、コネクタ」の マークがある端子の機能は、絶対条件です。

７－４ ＣＰＵピン端子対応表

使用内容 使用する場合

時計（ＲＴＣ） ＰＢ０は、ＳＣＬ出力に
Ｕ４ ＰＢ１は、ＳＤＡ入出力に限定される。

シリアルＥＥＰＲＯＭ ＰＢ２は、ＳＣＬ出力に
Ｕ７ ＰＢ３は、ＳＤＡ入出力に限定される。

ＳＣＩハンドシェイク ＰＢ４は、ＲＴＳ０の出力に ＰＢ５は、ＲＴＳ１の出力に限定される。
Ｕ１０ Ｐ９４は、ＣＴＳ０の入力に Ｐ９５は、ＣＴＳ１の入力に限定される。

圧電ブザー ＰＡ２は、ブザー出力用に限定される。

拡張フラッシュＲＯＭ ＰＢ７は、フラッシュＲＯＭビジー検出の入力に限定される。
のハード的ビジー検出
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８．使用方法

当多目的基板では、ＣＰＵの動作モードは、ＭＯＤＥ６に限定して使用します。

【注意】 未実装部品を実装する場合

添付の部品表を参考にして部品を選択下さい。
また、半田付けは、表面実装の細かいタイプが殆どですので、予めハンダフラックスを
塗布してから半田付けする事を推奨します。

８－１ 秋月通商のＡＫＩ－Ｈ８シリーズを使用する場合

・ＡＫＩ－Ｈ８のレギュレータを外す。
・モード設定をＭＯＤＥ６に設定する。

※左の例の様に全て取り去るか、出力側の足を上げてください。
そして、ＭＯＤＥ６になる様にＭＤ０をショートします。
（写真 ： ＡＫＩ－Ｈ８／３０５２Ｆ）

・ＡＫＩ－Ｈ８の３０５２を使用する場合は、ＪＰ６をオープンにする。

※出荷時は、オープンの状態です。

・シリアル通信ドライバＩＣ（Ｕ９）を実装しない事（オンボードＣＰＵタイプ以外は未実装）

８－２ 当多目的基板にＣＰＵを実装して使用する場合。

１．オンボードＣＰＵタイプとは

このタイプは、Ｈ８／３０５２Ｆ ２５ＭＨｚのみの提供となっており、
付属の電源コネクタ（ＣＮ１４ 、通信コネクタ（ＣＮ１３）を半田付けして、）
電源を投入するだけで使用できます。
（コネクタが実装されていないのは、設置などの理由で縦型、横型に選択できる様にです ）。

２．お客様側でＣＰＵを実装する場合

自ら選択したＣＰＵを実装する場合は、７－２で述べた設定を行ってください。
尚、メーカー側で仕様変更がある場合も考えられますので、実装前に必ずメーカーの
最新ハードウェア・マニュアルを参照下さい。
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８－３ シリアル通信、および、オンボード書込を行う場合

ＴＴＬレベルで行う場合は必要ありませんが、パーソナルコンピュータなどの
ＲＳ－２３２Ｃによって、通信、および、オンボード書込を行う場合は、
シリアル通信ドライバＩＣ（Ｕ９）が、最低限必要になります。
また、ハンドシェイクを使用する場合は、Ｕ１０を実装すると、ＲＴＳとＣＴＳが、
ＰＢ４，５とＰ９４、５を用い使用できます。
ＩＣは、アナログ・デバイセズ製のＡＤＭ２３２ＡＡＲＮや、Ｓｉｐｅｘ製の
ＳＰ３２３２ＥＣＮが使用できます。
尚、ＳＣＩ ｃｈ０での通信を
行うには、ＣＮ１１が必要になりますので、追加実装してください。

８－４ 時計（リアルタイム・クロック）を使用する場合

ノーマルタイプ以上のものは実装済ですので、そのまま使用できます。
セイコーエプソンのＩ Ｃ－ＢＵＳ方式のＲＴＣ－８５６４を使用していますので、２

取り扱いについては、メーカーのホームページ上のデータシートを参照して下さい。
また、バックアップ用のバッテリーを併用すると、停電時、非通電時より再度
時間設定をしなくても良くなります。
ＳＣＬはＰＢ０に、ＳＤＡはＰＢ１となっています。

８－５ シリアルＥＥＰＲＯＭを使用する場合

こちらも時計チップ同様、Ｉ Ｃ－ＢＵＳ方式を採用しています。２

ピンの配置が合えば、特にメーカーの指定はなく使用できます。
記憶容量も幾つか種類がありますので、ＩＣソケットを用いて使用する事を
推奨します。
ＳＣＬはＰＢ２に、ＳＤＡはＰＢ３となっています。

８－６ Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａ機能を使用する場合（ＡＮ０～ＡＮ３は、ベーシック仕様以外標準実装）

ノーマルタイプ以上では、ＡＮ０～ＡＮ３のＡ／Ｄ入力（０～５Ｖ）が、使用できます。
また、ＡＮ４～ＡＮ７を使用するには、ｏｐ－ＡＭＰ（Ｕ２）が必要となり、
ＤＡ０、１を使用するには、Ｕ３必要です。
尚、Ｄ／Ａを使用する場合は、ＡＮ６、７と出力同士が衝突しますので、
ジャンパの設定が必要です。

ＤＡ０使用時 ＪＰ１Ａカット ＪＰ１Ｂショート
ＤＡ１使用時 ＪＰ２Ａカット ＪＰ１Ｂショート

ＣＮ１も必要となってきますので、隣のＣＮ１３と干渉しない様なコネクタを使用するか
横付けタイプ、若しくは、直接半田付けをして下さい。

※当基板では、簡易的な仕様となっておりますので、プラス・マイナスの入出力が
必要な場合は、オンボードのＣＰＵ実装にして、ＣＮ４より拡張設計する事を
お薦め致します。
また、精度や安定性を求められる場合は、拡張スロット等を用いて別途、
Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａ基板を設計下さい。
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８－７ キャラクタ・ディスプレイを使用する場合

秋月通商で取り扱っている１６文字２行ＬＣＤキャラク・タディスプレイは、そのまま使用でき、
基板にスペーサで固定も可能です。
型番は：ＳＣ１６０２ＢＳＬＢ（バックライト付き）と、

ＳＣ１６０２ＢＳ＊Ｂ（バックライトなし）
スタンレー製のＧＭＬ、ＧＭＤシリーズなども使用できますが、１ピンと２ピンの電源極性が
反対ですので注意が必要です。
また、どちら共、ＶＲ１（ＬＣＤコントラスト用可変抵抗）が別途必要です。
表示方法は、ＦＦＦＦ１１ｈが、データ書込アドレスで、ＰＡ０，１で、データの種類と
書込タイミングを取ります。

８－８ オンボードのスイッチ、ＬＥＤを使用する場合

スイッチの状態を取り込むには、ＦＦＦＦ１２ｈをリードすることで可能です。
ＬＥＤを点灯させるには、付属のＬＥＤを半田付けし、ＦＦＦＦ１１ｈにデータを書き込む
事で点灯しますが、ここにコネクタを取り付けて出力ポートにする事も可能です。

８－９ ブザーを使用する場合

他励発信タイプの圧電ブザーを使用してください。一般的な使用にしていますが、
メーカーにより推奨発信回路が異なりますので、それに応じてＤ１，Ｒ２１を調整下さい。

８－１０ マイナス電源を使用する場合

Ｕ１２（ＩＮＴＥＲＣＩＬのＩＣＬ７６６２）と、Ｃ３８，３９（１０ｕＦ ３０ｖ以上）の
セットで、±の電源が利用可能となります。
供給電源の＋６～＋１５Ｖに合わせて－６～－１５Ｖを得る事が出来ますので、ＧＮＤを
基準として＋電源と、－電源が等しく成ります。
通常のｏｐ－ＡＭＰの使用を目的としていますので、大きい電流量が必要な場合は別途
ネガティブのスイッチングレギュレータなどをご使用下さい。
また、Ｃ３８，３９は、低背のタイプを選択するか、斜めに取り付けなければ、
キャラクタディスプレイを付ける場合、衝突する事があります。

８－１１ バックアップ用バッテリーを使用する場合

当基板の設計では、Ｐａｎａｓｏｎｉｃ製の３Ｖの二次リチウム・バッテリー用に
成っておりますので、ニッカド用のトリクル充電回路とは異なりますので、
指定のバッテリー（ＬＶ２３３０／１ＨＦ）を使用下さい。

８－１２ 基板をカットせずに拡張スロットを使用する場合

基板をカットせずに拡張スロットを使用する場合は、基板にＶカットを入れているため、
＋５Ｖ電源とＧＮＤを接続する必要があります。

※２×３ｍｍ程に切った銅テープを「ＧＮＤ」と
「５Ｖ」に貼り付けて、針やピンセットなどで
押さえながら半田付けするとやりやすいでしょう。
また、ＣＮ６にメモリカードなどを使用する場合は、
「ＧＮＤ」側は、高すぎると当たってしまいます。
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９．アドレス

Ｈ８／３０４８ Ｈ８／３０５２
００００００ｈ 内蔵ＲＯＭ
００７ＦＦＦｈ ２５６ｋＢ 内蔵ＲＯＭ

５１２ｋＢ
００ＦＦＦＦｈ

０８００００ｈ
外部空間エリア０

１ＦＦＦＦＦｈ
２０００００ｈ

外部空間エリア１
３ＦＦＦＦＦｈ
４０００００ｈ

外部空間エリア２
５ＦＦＦＦＦｈ
６０００００ｈ

外部空間エリア３
７ＦＦＦＦＦｈ
８０００００ｈ

外部空間エリア４
９ＦＦＦＦＦｈ
Ａ０００００ｈ

外部空間エリア５
ＢＦＦＦＦＦｈ
Ｃ０００００ｈ

外部空間エリア６
ＤＦＦＦＦＦｈ
Ｅ０００００ｈ

ＧＣＳ０エリア ＧＣＳ０エリア
Ｅ３ＦＦＦＦｈ
Ｅ４００００ｈ

ＧＣＳ１エリア ＧＣＳ１エリア
Ｅ７ＦＦＦＦｈ 外部空間エリア７
Ｅ８００００ｈ

ＧＣＳ２エリア ＧＣＳ２エリア
ＥＢＦＦＦＦｈ
ＥＣ００００ｈ

ＧＣＳ３エリア ＧＣＳ３エリア
ＥＦＦＦＦＦｈ

ＦＦＤＦ１０ｈ

内蔵ＲＡＭ
ＦＦＥＦ１０ｈ ８ｋＢ

内蔵ＲＡＭ
ＦＦＦＦ０Ｆｈ ４ｋＢ

ＦＦＦＦ１０ｈ ＬＥＤ出力 ＬＥＤ出力
ＦＦＦＦ１１ｈ ＬＣＤ出力 ＬＣＤ出力
ＦＦＦＦ１２ｈ Ｓ１～５入力 Ｓ１～５入力 外部空間エリア７

ＦＦＦＦ１Ｂｈ
ＦＦＦＦ１Ｃｈ

内部Ｉ／Ｏレジスタ 内部Ｉ／Ｏレジスタ
ＦＦＦＦＦＦｈ
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１０．基板カット

拡張用の基板側を使用せずにカットする場合は、レザーソーなどの薄いノコギリでカットする
事をお薦めしますが、それがない場合はカッターで、Ｖカットの入っていない裏側にも同じ位置を
１０回ほど切り込み、また、Ｖカット側も溝を深くするために何度か切り込んでください。
次に机の角にＶカットラインを合わせて、手で折り曲げてください。
カット後、バスラインのパターンが隣とショートしない様に、＃２００～３００ぐらいの
サンドペーパーで外に向ける様に、一方方向に数回かるく擦ってください。

１１．対応ケース

※下記の両社の推奨ケースは、いずれとも突起物などをニッパーやヤスリで多少カットする
必要があります。
また、拡張部を使用する場合は、高さに注意してください。

【タカチ製プラスチックケース】

ＳＵ型ワンタッチ開閉プラスチックケース（抜き穴合わせ）
型番 ＳＵ－１８０ １５０．０ ｘ ９０．０

ＲＣ型傾斜プラスチックケース
型番 ＲＣ－２００ １５３．５ ｘ ８８．９

ＲＡ型傾斜プラスチックケース（ケース内の左右どちらかの半分に取り付け）
型番 ＲＡ－２７０ １５４．０ ｘ ８８．９

ＳＹ型プラスチックケース（割基板用サイズ）
型番 ＳＹ－１１０、ＹＸ－１１０Ａ ９０．０ ｘ ９０．０

【アイディアル製プラスチックケース】

ＧＷプラスチックケース
型番 ＧＷ－８０ＫＢ－ＷＭ １５３．７ ｘ ８９．０

ＧＷプラスチックケース
型番 ＧＷ－６０ＫＢ－ＷＭ １５３．７ ｘ ８９．０


